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研究実践のポイント 
 

１ 生徒が本気で取り組める課題設定と単

元計画 

２ 本時の授業の工夫 
 

１ 生徒が本気で取り組める課題設

定と単元計画 
 

 世界の諸地域は、各州に暮らす人々の生

活の様子を的確に把握できる地理的事象を

取り上げ、それをもとに主題を設けて、そ

れぞれの州の地域的特色を理解させる単元

である。 

そこでアフリカ州のことを理解し、アフ

リカの課題解決、発展について対話や議論

を行うために本単元のゴールを 

『アフリカの貧困を救うための解決

策を提案する』と設定した。 

 

単元計画 各次のめあて 

第一次 なぜアフリカは貧困なのか 

第二次 アフリカが貧困になったのはな

ぜか～歴史から考える～ 

第三次 アフリカが貧困になったのはな

ぜか～カカオから考える～ 

第四次 アフリカが貧困になったのはな

ぜか～資源から考える～ 

第五次 アフリカの貧困を救うための解

決策を提案する 

第一次 

生徒の興味と関心を引きつけるために、ア

フリカ州の貧困を表す指標として、１日に２

００円以下で暮らしている地域があることと

５歳までの死亡率が９６％になっている地域

があることを紹介した。紹介する際には、「２

００円から発想できることは」や「９６％と

は何の割合だろう」と生徒に自由な意見を出

させるなどの工夫を行い、単元の導入として

の役割を意識して行った。アフリカの貧困を

全体で共有した後に、では、なぜアフリカは

貧困なのだろうという問いを投げかけて、自

由な意見交換を行った。第一次の最後に、第

五次には一人ひとりがアフリカ州のいずれか

の課題に関心を示し、その課題から単元ゴー

ルを達成できるようにしていくことを確認し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

第二次～第四次 

アフリカの貧困を各分野から考えていくめ

あてにした。各次ともまずは生徒が予想を立

てた後に、資料からの読み取り等を通してア

フリカの現状の理解を深めていった。それぞ

れのめあてに対して、振り返りを書く時間を

確保し、単元ゴールである『アフリカの貧困

を救うための解決法』を毎時間意識させた。 

第五次 

単元のまとめとして、個人で貧困を解決す

るために重要だと考える課題を選び、その具

体的な解決策を提案した。 

２ 本時の授業の工夫 

ペアで予

想を立て

て、ホワイ

トボード

にまとめ

ています。 



【導入】 

生徒が主体的に集中して授業に参加するた

めに、これまで学習したアフリカの課題を

全員に発表させた。前時までの復習にもつ

ながっている。 

【展開１ 個人思考前】 

モニターに例を出し、生徒がどのように取

り組んだら良いのかを示した。 

【展開２ 個人思考→中間評価】 

各自が個人思考を行った。３分後に、ある

程度書けている生徒２名を指名して中間評

価を行った。この中間評価によって、自分

の意見を書くことができる生徒が増えた。 

【展開３ ペア・トリオ学習】 

同じ分野の課題で 

ペアもしくはトリ 

オを組み、ホワイ 

トボードに意見を 

まとめた。 

【展開４ 全体交流】 

発表を聞くときに、ただ聞くだけではなく、

共通点がないかを考えながら発表を聞いた。 

【展開５ 共通点の交流】 

自分の考えと仲間の考 

えから共通点を出し合 

い交流することで、ア 

フリカの貧困を解決す 

るために本当に必要なことは何だろうかと、

一人ひとりの思考を深めていった。 

【展開６ 事例の紹介】 

生徒が考えた解決策と実際にアフリカの貧

困を解決するために行われている支援等を

モニターを使い、照らし合わせた。 

 

【振り返り】 

個人で振り返りを行った後に、参観してい

た先生のところに行き、振り返りを発表し

た。アフリカ州を学ぶ前と学んだ後の自己

の成長と自分事として振り返りを行えてい

る生徒に代表として発表させた。 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ 成果と課題 

◎成果◎ 

①単元ゴールに向けて逆算を行うことで、

毎時間のゴールが明確になり、教師も生

徒も見通しを持って活動できた。 

②全員が解決策を提案することができた。 

③一人ひとりが自分の課題として主体的に

とらえて、仲間の意見を聞きながら振り

返りまで到達した。 

 

△課題△ 

①数値などの根拠をもとにして解決策を提

案することができていない。 

 →普段の授業のときに、「理由は～です。

根拠は○○です。」という型を練習するこ

とで根拠への意識を高めたい。 

②単元ゴールを見通した単元の導入の授業

が難しい。 

 →生徒の実態から実物教材や身近にある

教材等を準備して疑問を持たせたり、イ

ンパクトを与えたりするよう研究してい

く。 


